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要旨

徳島病院では、平成21年度より、パーキンソン病患者に対して入院リハビリテーションを

提供し、令和6年初頭までに964名が入院している。現在では入院希望者が多く約1年先まで入

院予約が埋まっている。一方、入院キャンセルも多く、地域医療連携室入では入院調整に困

難を来している。入院キャンセルが多いことは、患者、病院双方に不利益を生じるため、対

策の検討に繋がるように入院調整の現状と課題を調査した。その結果、入院予約した患者の

62.0％がキャンセルしており、その最大の要因として考えられることが、予約から入院まで

の待機時間が長いことが考えられる。また、同病院へ通院していない患者ではキャンセル率

が高いため、患者への緊密な連絡により、患者の状況把握や信頼関係の構築を行うとともに、

入院までの待機期間を短縮できるよう対策を行う必要がある。
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はじめに

徳島病院では平成 21 年度より、パーキン

ソン病患者に対して独自のプログラムによ

る入院リハビリテーション「5 週間パーキン

ソン病意欲高揚エクササイズ入院」（以下、

「5w リハ入院」）を開始し、令和 6 年初頭ま

でに延べ 964 名が入院した。5w リハ入院は

開設 3 年後からは入院予約が１-1.5 年先ま

で埋まっている状況にあるが、入院のキャ

ンセルも継続的に発生している。本研究で

は地域医療連携室が担っている最近の入院

調整の状況を調査し課題を検討した。

対象と方法

対象は、平成 21 年 4 月から令和 6 年 1 月

までに入院した延べ 964 名と、令和 2 年 4

月から令和 6 年 1 月までに 5w リハ入院を受

けた患者。

入院した患者に関しては、その概要を調

査し、キャンセルした患者に関しては、キ

ャンセルの推移、予約キャンセル患者と入

院患者のプロフィール、予約キャンセル患

者の特徴、キャンセル理由を調査した。

結果

5w リハ入院患者の概要として、平成 21

年 4 月から令和 6 年 1 月の 146 期までに、

延べ 964 名が入院している。男女比に大き

な差はなく、平均年齢は 73.2 歳であり、徳

島県外からの患者が入院総数の約 4 割を占

めている。患者毎の入院経験回数は、1 回の

みが 252 名と最も多く、入院経験最多回数

は 14 回であった。（表 1、2）
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令和 2 年 4 月より令和 6 年１月までの各

入院期間のキャンセル数の推移をみると、

最多は令和 2 年 6 月であり、7 名の入院枠に

対し 10 件がキャンセルとなっている。（表 3）

また、同期間の 5w 入院患者は 265 名であ

るのに対し、その期間の入院をキャンセル

した患者は 171 名と、入院予約枠 276 名の

62.0％がキャンセルしたことになる。男女

比や年齢、罹病期間も大差は見られないが、

予約から入院までの期間が、キャンセル患

者が 10.02 か月、入院患者が 4.77 か月とな

っている。（表 4）これはキャンセル待ちの

手続きをしていた患者が予約より早く入院

したためと考えられる。入院キャンセル患

者の内訳での大きな違いとしては、外来通

院患者がキャンセル患者で少なくなってい

る。（表 5）キャンセル理由として最も多い

のは新型コロナウイルス感染症関連で、家

族・本人の都合やパーキンソン病の悪化が

これに続く。（表 6）患者毎のキャンセル回

数は、1 回のみの患者が最も多いが、6 回キ

ャンセルを行った患者がいた。(表 7)
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考察

最近 4 年間の 5w リハ入院は予約枠の

62.0％と半数以上がキャンセルされてお

り、キャンセルは外来通院患者には比較

的少なく、予約から入院までの期間が長

い方がキャンセルが増える傾向にあった。

新型コロナウイルス感染症関連以外の全

ての入院キャンセルの理由は、家族/本人

の都合やパーキンソン病の悪化等であり、

予約から入院までの期間が長いことが関

係していると考えられる。パーキンソン

病患者に対する入院リハビリテーション

は、運動機能の改善や患者同士の連帯感

により前向きにリハビリテーションに取

り組む推進力となるため¹⁾、予約から入

院までの期間が長いために入院キャンセ

ルとなることは、病院だけでなく、患者

にとっても不利益となると考えられる。

入院調整にあたる地域医療連携室として

は、更に入院までの期間の短縮に努める

とともに、緊密な連絡を通して、患者の

状況把握と信頼関係の確立に努めていく

必要がある。
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